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東京都における核シェルター整備の推進について 

— 安心・安全な東京の未来を築くために — 

 

はじめに 

東京都は、世界でも有数の人口密集都市であり、政治・経済・文化の中心地とし

て、日本の未来を牽引する存在です。私たち日本核シェルター協会は、都民の命と

暮らしを守るため、東京都が「安心・安全の象徴」として、核シェルター整備にお

いて先導的な役割を果たしていただきたいと願っております。 

 

提言の背景 

国際情勢の不安定化、自然災害の激甚化、そして新たな脅威への備えとして、核

シェルターは「戦争の準備」ではなく「平和を守るための備え」であると私たちは

考えます。東京都が率先して取り組むことで、全国の自治体、そして国全体の安全

保障意識を高める契機となります。これらの事を踏まえ、次のとおり提言いたしま

す。 



 

① 東京都の主だった公共施設に、最先端のシェルター設備の導入を検討すること 

都庁舎、都立学校、病院、地下鉄駅など、都民が日常的に利用する公共施設に、

核・化学・生物・EMP 攻撃にも対応可能なシェルター機能を備えることで、東京

都が「世界に誇る防災都市」として先鞭をつけることができます。 

② 東京都の取組をベースに、国に対して法整備と基準設定を強く求めること 

東京都が先進的なモデルを示すことで、国に対して「シェルターに関する基本的な考

え方・方針を盛り込んだ法律」の制定と全国的な整備基準の策定を働きかけることが

可能です。 

③ 全国知事会の場で発言し、全国的な整備機運を醸成すること 

東京都知事として、全国知事会においてシェルター整備の必要性を訴え、全国の自

治体における整備機運を高めるリーダーシップを発揮していただきたいと願ってお

ります。 

④ 都民への啓発と理解促進 

核シェルター整備の意義を都民に丁寧に伝え、「備えは平和のため」であることを

広く周知することで、都民の安心感と信頼を高めることができます。 

⑤ 民間との連携による整備促進 

民間企業や NPO との連携により、技術・資金・運用ノウハウを活用し、効率的か

つ持続可能なシェルター整備を推進することが可能です。 



 

おわりに 

東京都が核シェルター整備において先導的な役割を果たすことは、都民の命を守る

だけでなく、日本全体の安全保障の礎となります。小池都知事のリーダーシップの

もと、東京が「備えの都市」として世界に誇れる存在となることを、私たちは心よ

り願っております。 

日本核シェルター協会は、都の取り組みに全面的に協力し、技術・知見・人材を惜

しみなく提供する所存です。何卒、前向きなご検討を賜りますようお願い申し上げ

ます。 


